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堂
宇
を
再
興　

寺
領
を
寄
付

永
代
経
法
要

日
時 　

５
月

１６
日
（
月
）

 

昼
２
時　
　

納
骨
堂　

読　

経

 

昼
２
時
半　

本　

堂　

永
代
経
法
要

　
　
　
　
　

永
代
経
法
名
を
読
み
上
げ
ま
す
の
で
、

 

　
　

懇
志
上
納
者
は
お
参
り
く
だ
さ
い

法
話 　

加

藤

学

師
　

 

　
　

本
願
寺
派
布
教
使　

三
重
県
善
徳
寺　

　

こ
の
た
び
溝
渕
將
弘
氏
制
作
の
高
知
県
観
光
政
策
課
・
高
知
県
埋
蔵
物
文

化
財
セ
ン
タ
ー
・
長
宗
我
部
顕
彰
会
・
土
佐
市
文
化
財
審
議
員
板
原
博
文
協

力
の
も
と
、
浦
戸
城
Ｖ
Ｒ
ア
プ
リ
が
制
作
さ
れ
、
ス
マ
ホ
な
ど
で
使
う
ア
プ

リ
と
し
て
無
料
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

アプリに再現された受法寺

ア
プ
リ
は
、
地
形
を
そ

の
ま
ま
に
反
映
し
て
当
時

の
浦
戸
の
街
並
み
や
、
今

は
遺
構
と
な
っ
て
い
る
浦

戸
城
を
再
現
し
て
い
ま

す
。

　

上
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス

マ
ホ
カ
メ
ラ
で
読
み
取
り

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
。
ゲ
ー
ム

の
よ
う
に
自
分
で
操
作
し

て
鳥
の
目
線
で
眺
め
る
よ

う
に
進
み
ま
す
。
浦
戸
大

橋
下
よ
り
山
を
登
っ
て
お

城
の
表
門
で
あ
る
追
手
門

を
く
ぐ
り
、
塀
に
囲
ま
れ

た
二
ノ
丸
か
ら
、
元
桂
浜

荘
と
龍
馬
記
念
館
の
建
つ

辺
り
に
あ
っ
た
浦
戸
城
に

近
づ
き
ま
す
。
そ
の
後
三

層
の
お
城
の
階
段
を
上

り
、
天
守
よ
り
空
へ
飛
び

立
ち
、
桂
浜
に
降
り
ま
す
。

　

城
下
町
の
街
並
み
を
通

り
、
再
現
さ
れ
た
受
法
寺

本
堂
よ
り
再
び
鳥
の
よ
う

に
、
帆
船
が
浮
か
ぶ
浦
戸

湾
か
ら
、
大
海
原
へ
飛
び

立
ち
ま
す
。

　

長
宗
我
部
氏
は
、
岡
豊

城
か
ら
大
高
坂
（
高
知
）

に
移
っ
た
も
の
の
、
豊
臣

秀
吉
の
命
に
よ
る
朝
鮮
出

兵
に
備
え
て
天
正
１
９

（
１
５
９
１
）
年
に
浦
戸

に
お
城
を
築
い
た
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
ろ
に

堺
で
制
作
さ
れ
た
城
の
鬼

瓦
は
受
法
寺
で
所
蔵
し
て

い
ま
す
。

　

受
法
寺
は
永
正
年
間

（
１
５
０
４
～
１
５
２
０

年
）
に
、
堺
の
僧
正
善
法

師
が
浦
戸
の
地
に
道
場
を

建
立
し
た
の
が
始
ま
り
で

す
。
文
禄
年
中
（
１
５
９

２
～
１
５
９
５
年
）
長
宗

我
部
元
親
が
、
堂
字
を
再

興
し
、
寺
領
を
寄
附
し
ま

し
た
。
長
宗
我
部
家
臣
で

あ
っ
た
池
満
太
郎
が
、
受

法
寺
第
二
代
釋
慶
乗
と
な

り
ま
す
。

ＶＲに再現された寺

アプリは

コチラから

長
宗
我
部
元
親


